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循環バス運行状況システム循環バス運行状況システム
実証実験の報告実証実験の報告

平成23年7月29日 ITS地域交流会 in 新潟
新潟県IT&ITS推進協議会

平成２２年度 新潟県IT&ITS推進協議会 調査研究事業

バスロケーションシステムについて

無線通信やGPSなどを利用してバスの位置
情報を収集、バス停留所や携帯電話、イン
ターネットで情報を提供するシステム

県内では、「にいがたバス ｉ 」（新潟市内及び
県内県外高速バス）、「中越バス ｉ 」（長岡市
内バス）にて情報提供

にいがたバス ｉ （ＰＣ）

県庁バス停

バスが近づいたときの
位置表示と音声による
お知らせ
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実証実験の目的

中小規模の都市ではバスロケーションシステ
ムの環境整備が整っていない状況

市販機器を利用することにより安価なバス運
行状況（位置検索）システムを構築

有用性を実証実験により確認

バス利用者の利便性向上、公共交通の利用
促進

実証実験の経緯

平成21年度から「循環バス運行システム実証
実験」を実施（H22.1.12～2.28）

平成22年度は、引き続き「循環バス運行シス
テム実証実験」 を実施（H22.9.1～H23.2.28、
なお3月中は試験運用期間として情報提供）

平成23年4月～ 新発田市地域公共交通活
性化協議会へ引継(機材等を譲渡)､本格運用
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新発田市市街地循環バスの概要

目的

市街地の交通空白地帯の解消と交通弱者
の利便性向上

運行主体

新発田市地域公共交通活性化協議会
公共交通活性化・再生総合事業費補助金を利用

運行業務

新潟交通観光バス㈱へ委託

（H18.11～運行開始）

新発田駅

市街地循環バス路線図

【運行本数】
平日：右10本、左13本
土休日：右7本、左8本

【料金】
1乗車につき100円
（子ども50円）

新発田営業所

H22.4.1現在
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実証実験の概要

実施期間 ㍻22年9月1日～㍻23年2月28日
3月は試験運用期間として情報提供

提供内容

新発田市市街地循環バス（右回り、左回り）
の現在の位置情報（ＰＣ、携帯電話）

提供場所 http://bus.shibata.jp/
バス停にはQRコードを貼付、PC、携帯からアンケートを実施

新たに、街角情報端末（モニター）を２箇所設置

実験費用 1,130,260円（H22）
QRコード

バス位置表示システム全体構成図
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GPS装置構成図

装置拡大GPS装置

市街地循環バス（運転席の後に設置）

コミュニティバス（後部座席荷物置き場に設置）

バス停のＱＲコード設置

設置状況（バス）
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イオン新発田店 北口

新発田市 「いきいき館」

設置状況（街角情報端末）

携帯版

PC版

表示状況
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新発田市 「いきいき館」
（最寄りバス停：石川小路）

表示状況

イオン新発田店 北口
（最寄りバス停：イオン北口）

アンケートの結果

回答総数41件（PCから3件、携帯から38件）

循環バス運行状況の情報提供については、
「便利である」との回答が35件（85％）

情報提供の継続については、「継続して提供
して欲しい」との回答が38件（93％）

その他、自由意見では、バスの運行に関する
ご意見、ご要望が多数（特にJRとの乗継）
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アクセス解析
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※１日単位で重複を除外

現在の運用状況について


